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（1）　イギリス福祉国家とスポーツ政策

は
じ
め
に

　
日
本
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
に
文
部
省
か
ら
出
さ
れ
た
「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」
の
目
玉
で
あ
る
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
の
推
進
を
前
後
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
が
議
論
さ
れ

始
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
八
九
年
に
筆
者
が
提
起
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

「
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
・
公
共
性
」
論
と
そ
の
包
含
す
る
権
利
内
容
の

内
、
一
つ
は
権
利
性
抜
き
の
傾
向
と
、
も
う
一
つ
は
施
設
建
設
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

の
未
だ
暖
昧
な
「
ク
ラ
ブ
の
権
利
性
」
の
主
張
が
あ
る
。
更
に
九
〇

年
辺
り
か
ら
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
が
国
家
援
助
と
の
関
連
で
主

張
さ
れ
始
め
た
が
、
こ
こ
に
来
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
も
公
共
性
が

主
張
さ
れ
始
め
た
こ
と
は
、
長
い
間
、
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
個
人

主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
染
め
ら
れ
て
き
た
歴
史
か
ら
す
れ
ぱ
、
ス

ポ
ー
ツ
論
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
論
の
上
で
は
一
つ
の
転
機
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
公
共
性
に
も
「
上
か
ら
」
と
「
下
か
ら
」
の
も
の
が
あ

り
、
権
利
性
と
関
わ
っ
た
公
共
性
の
議
論
は
歴
史
的
に
は
「
下
か

ら
」
の
議
論
と
し
て
設
定
さ
れ
た
が
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
推
進
の
現
在
の
「
上
か
ら
」
の
組
織
状
況
は
新
た
な
地
域
統
合
の

方
法
と
し
て
の
傾
向
も
伺
え
、
こ
の
間
の
公
共
性
の
議
論
が
そ
の
一

つ
の
論
拠
と
さ
れ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　
こ
う
し
た
議
論
は
、
既
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
進
行
し
つ
つ
あ

る
。
つ
ま
り
、
六
0
5
七
五
年
の
福
祉
国
家
の
熟
年
期
一
ク
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
＾
3
）

フ
ァ
ー
．
ピ
ア
ソ
ン
）
に
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
福
祉
の
一
環
と
し
て
位

置
を
占
め
始
め
た
ス
ポ
ー
ツ
が
、
八
○
年
代
の
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
以

降
の
新
自
由
主
義
に
よ
る
市
場
化
の
下
で
大
き
な
、
転
換
期
」
に
あ

る
。
、
ス
ポ
ー
ツ
そ
れ
自
体
の
公
共
性
論
」
あ
る
い
は
「
福
祉
国
家
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論
L
の
議
論
で
は
な
い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
提
供
の
主
体
は
公
共
機
関
か

私
企
業
か
と
い
う
、
公
共
と
市
場
と
の
関
連
で
問
わ
れ
て
お
り
、
そ

れ
は
当
然
に
し
て
、
福
祉
国
家
の
評
価
に
直
結
す
る
議
論
と
な
っ
て

い
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
福
祉
国
家
論
と
そ
の
中
で

の
ス
ポ
ー
ツ
論
争
を
概
観
し
、
そ
こ
で
欠
け
て
い
る
実
証
を
加
え
な

が
ら
、
私
も
論
争
に
参
加
し
よ
う
と
思
う
。

（
1
）
内
海
和
雄
『
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
と
主
体
形
成
』
不
昧
堂
出

　
版
、
一
九
八
九
年
。

（
2
）
松
尾
哲
矢
「
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
と
そ
の
生
成
」
『
体
育
の

　
科
学
』
二
〇
〇
〇
年
五
月
号
、
菊
幸
一
「
体
育
社
会
学
か
ら
み
た

　
体
育
■
ス
ポ
ー
ツ
の
『
公
共
性
』
を
め
ぐ
る
ビ
ジ
ヨ
ン
」
『
体
育

　
の
科
学
』
二
〇
〇
一
年
一
月
号
等
。
両
者
共
に
、
公
共
性
に
は
触

　
れ
る
が
「
権
利
」
に
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
水
上
博
司

　
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
『
公
共
性
』
を
め
ぐ
る
二
十
一
世
紀
ビ

　
ジ
ョ
ン
ー
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
側
面
か
ら
I
」
一
第
五
二
回
日
本
体

　
育
学
会
体
育
杜
会
学
専
門
分
科
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
北
海
道
大
学
、

　
二
〇
〇
一
年
九
月
二
六
日
）
は
ス
ポ
i
ツ
の
公
共
性
を
「
ク
ラ
ブ

　
の
権
利
性
」
と
の
接
点
で
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
従
来
の
ス

　
ポ
ー
ツ
権
と
水
上
の
言
う
「
ク
ラ
ブ
の
権
利
性
」
と
の
内
容
の
接

　
点
、
例
え
ぱ
自
治
体
へ
の
施
設
要
求
の
権
利
性
な
ど
の
位
置
づ
け

は
未
だ
不
明
で
あ
る
が
、
公
共
性
と
権
利
性
を
結
合
し
て
検
討
し

よ
う
と
し
て
い
る
点
は
前
者
と
異
な
り
、
よ
り
積
極
性
を
有
し
て

　
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
3
）
　
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ピ
ア
ソ
ン
『
曲
が
り
角
に
来
た
福
祉
国

家
』
未
来
杜
、
一
九
九
六
年
。

ス
ポ
ー
ツ
を
め
ぐ
る
論
争
－
福
祉
か
市
場
か
－

　
フ
レ
ッ
ド
・
コ
ー
ル
タ
ー
は
九
八
年
に
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
つ

ま
り
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
の
論
調
が
「
公
共
の
レ

ジ
ャ
ー
提
供
は
社
会
的
市
民
権
の
中
心
的
な
構
成
要
素
で
あ
る
と
見

な
し
、
現
代
レ
ジ
ャ
ー
の
主
要
な
側
面
で
あ
る
商
業
的
特
質
の
多
く

を
無
視
す
る
よ
う
な
規
範
的
市
民
権
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。

こ
れ
は
レ
ジ
ャ
ー
経
験
の
特
質
に
関
わ
る
諸
間
題
を
軽
く
見
る

　
＾
1
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

結
果
」
を
も
た
ら
し
、
「
市
民
権
の
な
い
福
祉
を
提
供
し
た
り
　
あ

る
い
は
市
民
権
の
内
実
と
し
て
公
共
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
役
割
を
過
剰

に
強
調
す
る
よ
う
な
危
険
性
を
犯
し
て
い
る
」
。
し
た
が
っ
て
、
「
必

要
な
こ
と
は
消
費
考
権
限
の
諸
問
題
と
レ
ジ
ャ
ー
分
野
の
混
合
経
済

の
中
で
の
公
共
と
商
業
の
役
割
の
変
化
す
る
関
係
の
探
求
で
あ
る
」

と
。
こ
う
し
て
、
コ
ー
ル
タ
ー
は
「
規
範
的
市
民
権
」
「
市
民
権
と

公
共
価
値
財
（
∋
①
『
言
町
q
o
o
穿
）
」
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
福
祉
と
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（3）　イギリス福祉国家とスポーツ政策

市
民
権
L
等
の
項
目
で
理
論
上
の
検
討
を
行
い
、
混
合
経
済
の
重
要

性
を
強
調
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
者
で
あ
る
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・

デ
ィ
ー
ム
は
伝
統
的
な
公
共
性
論
を
代
表
す
る
形
で
、
コ
ー
ル
タ
ー

の
提
起
は
新
自
由
主
義
者
、
市
場
論
者
で
あ
り
、
福
祉
の
崩
壊
へ
導

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

く
も
の
だ
と
規
定
し
た
。

　
そ
し
て
そ
れ
に
対
し
て
コ
ー
ル
タ
ー
は
具
体
的
に
議
論
す
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

反
批
判
を
行
っ
た
。
が
、
こ
の
点
で
言
え
ぱ
、
コ
ー
ル
タ
ー
も
実
証

的
に
反
論
し
て
お
ら
ず
、
も
っ
と
実
証
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
論
争
と
平
行
し
て
同
誌
上
で
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
公
的
責
任
を

旺
盛
に
展
開
し
て
い
る
ラ
ベ
ン
ス
ク
ロ
フ
ト
一
レ
デ
ィ
ン
グ
大
学
土

地
行
政
研
究
者
）
も
姫
上
に
挙
げ
て
お
き
た
い
。
彼
は
マ
ン
ス
ロ
ウ

の
要
求
モ
デ
ル
一
一
九
七
〇
年
一
を
活
用
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
・

フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
の
目
的
を
要
求
の
高
低
度
の
五
段
階
に
分
類
し
て
、

識
別
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
低
位
で
あ
る
健
康
保
障
、
市
民
権
の
実

現
の
た
め
の
施
設
は
社
会
の
基
盤
と
し
て
公
共
機
関
が
提
供
し
、
そ

れ
以
上
の
よ
り
高
い
満
足
度
を
要
求
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
市
場
が

提
供
す
る
。
前
者
は
健
康
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
、
自
転
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

ト
ラ
ッ
ク
そ
し
て
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
の
提
供
等
で
あ
る
。
八
O
年

代
の
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
の
下
で
、
民
族
的
少
数
者
、
女
性
、
低
所
得

層
、
障
害
者
等
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
は
市
場
化
と
は
両
立
で
き

ず
、
「
レ
ジ
ャ
ー
獲
得
者
」
と
「
レ
ジ
ャ
ー
喪
失
者
」
の
分
離
、
貧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
一

富
の
格
差
拡
大
が
お
き
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
政
策
は

低
水
準
に
対
応
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
一
方
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
は

政
府
の
ス
ポ
ー
ツ
提
供
を
福
祉
か
ら
社
会
統
制
ヘ
シ
フ
ト
さ
せ
た
、

と
い
う
の
が
彼
の
主
張
で
あ
る
。
そ
し
て
、
レ
デ
ィ
ン
グ
市
一
労
働

党
主
導
の
自
治
体
一
で
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
元
に
、
市
場
化
を
導

入
せ
ざ
る
を
得
な
い
政
治
的
力
関
係
の
下
で
、
低
階
層
へ
の
特
別
な

価
格
設
定
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
定
に
よ
っ
て
、
福
祉
オ
リ
エ
ン
テ
イ

テ
ッ
ド
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
述
べ
、
自
治
体
業
務
の
新
自
由
主

義
的
方
法
の
一
つ
で
あ
る
強
制
競
争
入
札
（
C
C
T
一
下
で
も
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

主
義
は
可
能
で
あ
る
と
し
た
。

　
以
上
の
三
者
の
議
論
は
、
イ
ギ
リ
ス
福
祉
国
家
の
直
接
的
な
評
価

で
は
な
い
が
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
以
後
の
引
き
続
く
福
祉
削
減
、
市

場
化
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
広
義
の
福
祉
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け

た
場
合
に
、
福
祉
国
家
そ
れ
自
体
の
評
価
を
内
包
せ
ざ
る
を
得
な
い

論
理
を
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
次
い
で
イ
ギ
リ
ス
福
祉
国
家
論
を

概
観
す
る
。

＾
1
）
　
O
o
與
斥
o
H
一
句
『
①
戸
、
－
9
m
巨
『
①
黒
仁
9
①
μ
－
9
㎝
自
『
①
o
o
＝
o
く
団
冨
庄
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ω
o
o
邑
〇
三
N
昌
穿
す
守
一
一
胃
o
o
｛
峯
①
5
冨
昌
艘
o
＝
昌
豪
o
｛

　
冬
o
罵
印
『
叱
、
一
卜
良
餉
ミ
ミ
い
ミ
、
“
塞
－
く
0
F
一
一
之
o
．
卜
向
俸
『
－
≦
．
ω
口
o
p

　
H
㊤
婁
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
論
で
は
八
O
隼
代
以
降
の
新
自
由

主
義
的
傾
向
が
強
く
な
る
中
で
、
コ
ー
ル
タ
ー
の
指
摘
す
る
イ
ギ

　
リ
ス
の
現
状
と
全
く
反
対
に
権
利
論
、
公
共
性
論
を
論
じ
る
こ
と

　
は
殆
ど
無
く
な
っ
た
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
来
て
少

　
し
論
じ
ら
れ
始
め
た
。
日
本
の
後
進
性
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

＾
2
）
忌
①
員
窒
需
昌
彗
き
、
＝
o
ミ
ま
峯
o
o
q
g
o
暮
o
｛
け
訂

智
g
8
～
ω
貫
警
晶
討
ω
｛
昌
『
鶉
8
『
9
昌
需
己
雪
彗
」
一
砲
一
ω
胃
①

　
｛
o
『
｝
o
け
ξ
o
コ
け
く
－
ゴ
『
g
o
①
目
け
自
『
｝
、
一
卜
雨
涼
ミ
ミ
ω
ぎ
ミ
s
一
く
o
－
l
H
0
0
一

　
之
〇
一
ω
こ
目
ζ
畠
竃
．

＾
3
）
O
畠
烹
『
一
宰
＆
一
、
～
；
o
彗
庄
8
冒
彗
o
『
o
邑
一
9
彗
屋

肩
o
く
邑
o
；
竃
二
≦
〇
三
N
雪
㎝
彗
匝
寝
色
話
8
冨
F
冒
胃
ω
～
、
一

　
ト
“
泳
ミ
ミ
ω
ぎ
、
守
仰
く
o
－
．
H
g
z
o
．
ω
一
』
巨
く
N
0
0
0
．

＾
4
一
　
カ
葦
①
冨
q
o
p
z
①
p
．
H
訂
｛
暮
昌
o
『
〇
一
〇
〇
二
悪
嗜
げ
旨

需
g
〇
ニ
コ
；
o
肩
毫
匡
昌
o
＝
9
ω
胃
o
武
o
＝
ま
窃
ヲ
巾
『
饒
巴
目
．
一

卜
雨
“
塞
ミ
ぎ
§
軸
崔
㎏
募
一
完
o
ミ
“
曇
寒
暮
§
雨
§
言
ミ
ω
訂
貝

　
向
9
け
何
o
　
σ
く
　
－
O
＝
ヨ
　
ω
仁
胴
庄
①
ヨ
　
與
『
己
　
O
o
＝
自
　
穴
目
o
〆
　
－
9
望
』
『
耐

　
ω
ゴ
』
g
鶉
＞
ω
ω
o
9
｝
ユ
昌
一
婁
彗
o
戸
お
竃
．

（
5
一
寄
く
彗
ω
o
『
o
芦
之
9
一
．
雲
彗
o
蚕
窒
冨
肩
o
く
匡
o
自
彗
』

乎
O
碧
a
〔
三
N
雪
．
一
ご
“
竃
ミ
臼
ミ
雪
一
之
O
．
量
一
－
）
L
ω
－
章
向
印

向
旨
．
ω
O
O
昌
一
畠
竃
．

一
6
）
寄
き
冨
q
o
P
Z
巴
彗
匡
；
ぎ
ω
3
巨
P
、
↓
ぎ
實
〕
－

　
昌
o
∋
｛
〔
望
巴
量
巨
昌
o
申
昌
片
害
ニ
コ
君
σ
＝
o
匡
豊
篶
竃
⊇
一
〇
窃
、
一

卜
曇
ミ
§
望
ミ
雪
一
之
o
．
員
－
俸
勺
≧
筈
昌
し
o
貨
．

一
一
　
イ
ギ
リ
ス
福
祉
国
家
論

　
1
　
福
祉
国
家
の
類
型
と
イ
ギ
リ
ス

　
戦
後
の
福
祉
国
家
は
イ
ギ
リ
ス
の
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
レ
ポ
ー
ト
一
一

九
四
二
年
一
の
社
会
保
険
型
を
モ
デ
ル
と
し
な
が
ら
も
、
大
き
く
は

イ
ギ
リ
ス
・
北
欧
型
と
大
陸
型
に
始
ま
り
、
八
○
年
代
に
は
、
福
祉

国
家
の
類
型
は
エ
ス
ピ
ン
H
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
次
の
三
つ
の
類
型
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
↓

中
心
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。

　
①
社
会
民
主
主
義
型
一
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
等
の
北
欧

型
。
脱
商
品
化
さ
れ
、
社
会
的
市
民
権
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
国
民
共

通
の
普
遍
的
な
社
会
的
給
付
を
意
図
す
る
。
財
源
と
し
て
は
一
般
課

税
で
あ
り
、
広
範
な
平
等
主
義
的
再
配
分
と
高
水
準
の
公
的
扶
助
給

付
で
あ
る
。

　
②
保
守
主
義
型
一
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
等
。
職

業
活
動
や
社
会
的
身
分
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
職
業
団
体
的
社
会
給
付

を
意
図
す
る
。
ま
た
教
会
に
よ
る
地
域
的
保
護
の
伝
統
を
下
地
と
す

る
。
財
源
は
保
険
制
度
で
あ
り
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
組
織
と
結
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び
つ
き
社
会
政
策
は
平
等
主
義
的
目
標
を
持
た
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
〕

　
③
自
由
主
義
型
一
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
。

個
々
人
に
限
定
さ
れ
た
請
求
な
い
し
は
、
貧
困
を
証
明
さ
れ
た
個
々

人
へ
の
一
個
別
）
給
付
を
意
図
す
る
。
財
源
は
個
別
保
険
な
い
し
一

般
課
税
（
貧
困
の
場
合
）
で
、
社
会
的
再
生
産
は
市
場
に
よ
っ
て
設

定
さ
れ
た
私
的
配
慮
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
国
家
資
金
の
投
入
は
制
限

さ
れ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
、
い
わ
ゆ
る
福
祉
国
家
の
発
祥
の
国
と
い
わ
れ
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
微
妙
な
要
索
を

持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
1
）
　
エ
ス
ピ
ン
ー
ア
ン
デ
ル
セ
ン
（
岡
沢
一
宮
本
監
訳
）
『
福
祉

資
本
主
義
の
三
つ
の
世
界
－
比
較
福
祉
国
家
の
理
論
と
動
態

　
－
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
一
年
（
原
典
は
一
九
九
〇

年
）
。
同
（
渡
辺
雅
男
・
景
子
訳
一
『
ポ
ス
ト
エ
業
経
済
の
社
会
的

基
礎
－
市
場
・
福
祉
国
家
・
家
族
の
政
治
経
済
学
－
』
桜
井
書
店
、

　
二
〇
〇
〇
年
五
月
＾
原
典
は
一
九
九
九
年
）
。
同
（
渡
辺
雅
男
一

景
子
訳
）
『
福
祉
国
家
の
可
能
性
』
桜
井
書
店
、
二
〇
〇
一
年
一

　
一
月
。
尚
、
後
二
者
の
中
で
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
こ
の
三
つ
の

範
蠕
に
入
り
き
ら
な
い
も
の
と
し
て
南
欧
や
日
本
な
ど
の
家
族
主

義
的
福
祉
モ
デ
ル
を
あ
げ
て
い
る
が
一
つ
の
類
型
に
含
め
る
も
の

　
と
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
前
者
の
中
で
、
日
本
は
福
祉
国
家
と

　
し
て
途
上
国
で
あ
り
、
既
存
の
三
つ
の
類
型
に
は
入
り
き
ら
な
い

　
と
し
て
い
る
。
こ
の
一
〇
年
間
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
福
祉
国
家
類

　
型
は
当
初
の
三
類
型
か
ら
、
女
性
や
家
族
の
位
置
付
け
を
大
き
く

　
し
た
第
四
の
家
族
主
義
的
類
型
一
地
中
海
諸
国
や
日
本
、
東
南
ア

　
ジ
ア
を
含
む
一
の
比
重
も
増
し
て
来
て
い
る
。
類
型
論
研
究
か
ら

　
は
魅
力
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
　
尚
、
最
後
の
文
献
に
は
、
今
後
の
福
祉
施
策
の
重
点
の
一
つ
に

　
「
余
暇
論
」
を
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
福
祉
国
家
論
で
は
初

　
め
て
で
あ
り
、
本
稿
の
テ
ー
マ
と
連
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
注
目

　
し
た
い
。

（
2
）
　
小
林
清
一
『
ア
メ
リ
カ
福
祉
国
家
体
制
の
形
成
』
ミ
ネ
ル

　
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
九
年
四
月
。
小
林
は
、
ア
メ
リ
カ
の
一
九
三

〇
年
代
以
降
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
帰
緒
と
し
て
一
九
五
〇

年
代
を
ア
メ
リ
カ
福
祉
国
家
の
成
立
と
描
い
て
い
る
。
小
林
は
こ

　
こ
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
レ
ポ
i
ト
と
、
そ
の
前
後
の

　
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
福
祉
政
策
が
ニ
ュ
i
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
よ
っ

　
て
一
定
の
影
響
を
う
け
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て

　
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉
国
家
と
の
差
異
を

　
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
が
、

　
一
般
的
に
は
経
済
一
市
場
）
の
論
理
と
そ
れ
と
は
異
質
な
政
治
の

論
理
＾
連
帯
の
原
則
、
「
国
民
的
一
体
感
」
）
を
結
合
す
る
こ
と
に
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よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
、
つ
ま
り
所
得
の
再
分
配
、
医
療

の
無
料
化
、
手
厚
い
児
童
手
当
な
ど
の
保
障
に
よ
っ
て
既
存
の
経

済
構
造
が
生
み
出
す
弊
害
を
弱
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
の
正
統

性
を
創
造
し
統
合
を
図
る
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
は
、

異
質
な
も
の
の
同
質
化
、
つ
ま
り
市
場
機
能
に
参
与
し
え
な
か
っ

た
人
々
を
参
加
可
能
な
状
態
に
す
る
こ
と
、
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。

　
2
　
イ
ギ
リ
ス
福
祉
国
家
の
三
段
階

　
（
1
）
　
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
レ
ポ
ー
ト
段
階

　
イ
ギ
リ
ス
の
福
祉
国
家
は
、
大
き
く
三
段
階
の
発
展
を
遂
げ
た
。

第
一
段
階
は
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
レ
ポ
ー
ト
（
一
九
四
二
年
）
か
ら
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

六
〇
年
代
ま
で
で
あ
る
。
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
レ
ポ
ー
ト
は
五
悪
一
窮
乏
、

疾
病
、
無
知
、
ろ
う
あ
い
、
無
為
）
と
の
戦
い
を
正
面
に
据
え
た
。

特
に
窮
乏
対
策
に
は
公
的
保
険
の
改
善
他
、
社
会
保
険
制
度
を
実
行

し
な
が
ら
、
国
民
の
生
存
の
保
障
、
生
活
救
済
を
目
指
し
た
。
保
険

制
度
は
四
五
年
に
自
由
党
の
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
自
身
に
よ
り
具
体
化
し

た
。
疾
病
対
策
は
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス
一
N
H
S
一
が
四
六
年
に
労

働
党
の
ベ
ヴ
ァ
ン
の
主
導
に
よ
っ
て
、
ま
た
無
知
対
策
は
四
四
年
に

保
守
党
の
バ
ト
ラ
ー
の
主
導
に
よ
っ
て
教
育
改
革
と
し
て
実
現
し
た
。

こ
う
し
て
、
福
祉
国
家
政
策
は
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
中
で
い
わ

ぱ
超
党
派
的
に
具
体
化
さ
れ
、
社
会
権
を
一
つ
一
つ
具
体
化
し
て

い
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
の
意
図
し
た
の
は
彼
も
依
拠
し
た
ケ

イ
ン
ジ
ア
ン
経
済
学
の
水
準
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
そ
の
水

準
を
超
え
る
社
会
主
義
的
要
素
も
初
期
の
N
H
S
の
よ
う
に
、
幾
分

か
は
含
ま
れ
て
い
た
。

　
（
2
）
　
一
九
六
〇
年
代
5
七
五
隼
一
福
祉
国
家
の
高
揚
と
生
活
の

　
　
　
質
の
向
上

　
だ
が
、
六
〇
年
代
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
を
境
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
的
水
準
か
ら
フ
ェ
ビ
ア
ン
主
義
（
社
会
民
主
主

義
H
改
良
主
義
的
社
会
主
義
一
的
水
準
へ
発
展
し
た
。
あ
る
い
は
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

り
な
く
そ
の
水
準
を
目
指
し
た
自
由
主
義
型
の
福
祉
国
家
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
段
階
で
こ
れ
ま
で
の
基
礎
的
生
活
の
維
持
の
段
階
か

ら
、
生
活
の
よ
り
高
い
段
階
の
内
容
、
つ
ま
り
文
化
・
芸
術
、
環
境
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
の
段
階
ま
で
が
社
会
権
と
し
て
国
家
、
自
治

体
の
施
策
と
し
て
拡
張
し
た
。
同
時
期
日
本
で
も
主
張
さ
れ
始
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

「
新
し
い
人
権
」
の
高
揚
で
あ
る
。
福
祉
国
家
の
熟
年
期
で
あ
っ
た
。

　
（
3
一
　
サ
ッ
チ
ャ
ー
以
降
－
多
国
籍
企
業
化
時
代
と
福
祉
国
家

　
　
　
の
「
危
機
」

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
経
済
成
長
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の
時
代
と
な
り
、
旧
植
民
地
か
ら
大
量
の
移
民
一
カ
ラ
ー
ド
ピ
ー
プ

ル
一
を
安
い
労
働
カ
と
し
て
主
に
製
造
部
門
に
受
け
入
れ
た
。
こ
れ

は
未
だ
輸
出
型
産
業
の
発
展
段
階
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
七
〇
年
代
以
降
の
多
国
籍
企
業
化
に
よ
る
国
内
産
業
の

　
＾
4
）

空
洞
化
の
中
で
、
カ
ラ
ー
ド
ピ
ー
プ
ル
や
民
族
的
少
数
考
を
中
心
と

す
る
失
業
問
題
が
主
に
製
造
部
門
で
増
加
し
始
め
た
。
七
九
年
五
月

の
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
以
降
、
特
に
八
O
年
代
は
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
の

時
代
と
言
わ
れ
、
多
国
籍
企
業
援
助
政
策
が
摂
ら
れ
た
。
国
内
で
は

産
業
（
製
造
部
門
一
が
縮
小
し
、
一
〇
〇
年
前
の
産
業
革
命
時
代
に

は
世
界
の
工
場
と
し
て
君
臨
し
た
イ
ギ
リ
ス
も
八
三
年
に
は
製
造
部

門
が
つ
い
に
輸
入
国
へ
転
換
し
た
。
多
国
籍
企
業
化
が
促
進
さ
れ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
国
内
の
失
業
が
拡
大
し
た
。
不
況
も

手
伝
い
、
七
九
年
に
は
一
〇
〇
万
人
だ
っ
た
が
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権

の
中
頃
、
八
五
年
に
は
三
五
〇
万
人
に
増
加
し
た
。

　
八
O
年
代
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
国
営
企
業
の
民
営
化
を
率
先
し

た
。
福
祉
を
切
り
捨
て
、
国
民
の
貧
富
の
格
差
が
拡
大
し
た
。
教
育

条
件
を
悪
化
さ
せ
る
一
方
で
、
財
界
の
要
望
を
受
け
入
れ
な
が
ら
教

育
内
容
と
学
校
運
営
の
競
争
化
が
促
進
さ
れ
た
。
そ
の
集
約
が
八
八

年
教
育
法
で
あ
る
。
八
O
年
代
後
半
に
国
内
の
産
業
空
洞
化
を
埋
め

る
た
め
に
外
国
の
多
国
籍
企
業
を
社
会
保
障
費
の
軽
減
等
の
厚
遇
で

誘
致
し
、
税
収
の
増
加
の
た
め
に
「
人
頭
税
」
の
導
入
を
画
し
た
が
、

結
局
こ
れ
が
命
取
り
と
な
り
、
退
陣
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
八
○
年
に
は
既
に
O
E
C
D
で
は
「
福
祉
国
家
の

一
5
一

危
機
」
が
議
論
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
社
会
保
障

費
、
福
祉
費
の
増
大
が
国
家
予
算
を
圧
迫
す
る
と
叫
ぱ
れ
た
。
だ
が
、

八
O
隼
代
後
半
に
は
幾
分
沈
静
化
し
、
福
祉
か
市
場
か
の
機
械
的
選

択
で
は
な
く
、
い
か
な
る
福
祉
か
に
比
重
が
移
動
し
、
九
〇
年
代
に

は
世
界
的
に
一
日
本
を
除
い
て
一
新
自
由
主
義
が
批
判
さ
れ
、
再
び

社
会
民
主
主
義
が
台
頭
し
た
。

　
し
か
し
、
福
祉
国
家
の
危
機
が
主
要
に
は
多
国
籍
企
業
と
そ
の
保

護
策
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
過
程

で
多
国
籍
企
業
と
関
連
づ
け
て
福
祉
国
家
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
余

り
な
か
っ
た
。

（
1
）
　
因
雲
①
ユ
緒
9
奏
…
討
ヨ
一
吻
S
ミ
§
塞
§
ミ
“
§
軋
㌧
、
、
“
辻

　
蟹
§
ざ
ε
Z
O
毒
昌
σ
害
畠
鼻
山
田
雄
三
監
訳
『
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ

報
告
　
社
会
保
険
お
よ
び
関
連
サ
ー
ビ
ス
』
至
誠
堂
、
一
九
六
九

年
。（
2
一
　
大
沢
真
理
「
社
会
保
障
政
策
」
『
現
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
政
策

史
』
毛
利
健
三
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
九
年
、
一
一
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七
、
二
一
九
頁
。

（
3
）
　
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ピ
ア
ソ
ン
『
曲
が
り
角
に
来
た
福
祉
国

家
』
未
来
社
、
一
九
九
六
年
。

一
4
一
多
国
籍
企
業
化
、
帝
国
主
義
化
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
に
多

　
く
を
負
っ
て
い
る
。
渡
辺
治
『
現
代
日
本
の
帝
国
主
義
化
　
形
成

　
と
構
造
』
大
月
書
店
、
一
九
九
六
年
。
渡
辺
治
・
後
藤
道
夫
『
日

本
社
会
の
対
抗
と
構
想
』
大
月
書
店
、
一
九
九
七
年
。
サ
ッ
チ
ャ

　
リ
ズ
ム
は
イ
ギ
リ
ス
の
多
国
籍
企
業
の
代
弁
者
で
あ
り
、
福
祉
国

家
を
最
大
の
敵
と
見
な
し
た
が
、
両
者
の
関
連
で
の
福
祉
国
家
論

　
は
少
な
い
。

（
5
）
　
O
E
C
D
一
経
済
協
力
開
発
機
構
一
『
福
祉
国
家
の
危
機

－
経
済
・
社
会
・
労
働
の
活
路
を
求
め
て
ー
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、

　
一
九
八
三
年
三
月
。
（
原
典
、
◎
向
〇
一
〕
一
§
軸
§
さ
ミ
⑦
ミ
雨
ぎ

　
○
辻
之
申
冨
o
0
H
．
）

　
3
　
イ
ギ
リ
ス
福
祉
国
家
内
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　
イ
ギ
リ
ス
福
祉
国
家
内
で
、
福
祉
に
関
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
以

　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
①
新
保
守
主
義
（
新
自
由
主
義
一
一
反
集
団
主
義
一
彗
干
8
＝
①
9

饒
ま
ω
旨
）
と
も
呼
ぱ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
と
イ

コ
ー
ル
で
、
自
由
、
競
争
、
市
場
化
、
個
人
の
尊
重
の
一
方
で
、
平

等
を
否
定
し
、
福
祉
国
家
を
自
由
の
抑
圧
と
捉
え
る
。
従
っ
て
福
祉

国
家
を
嫌
い
、
多
く
の
公
共
事
業
の
市
場
化
を
目
指
す
。
と
は
い
え
、

一
方
で
国
家
へ
の
権
限
を
集
中
す
る
。

　
②
伝
統
的
保
守
主
義
一
消
極
的
集
団
主
義
（
冨
ξ
g
彗
7
8
＝
8
－

巨
く
尿
ヨ
）
と
も
呼
ぱ
れ
、
保
守
党
左
派
の
穏
健
派
で
あ
り
、
伝
統
的

に
富
裕
な
者
が
貧
困
な
者
を
慈
悲
で
救
う
道
義
的
義
務
を
持
つ
と
い

う
ノ
ー
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
の
思
想
を
有
す
る
。
市
場
化
を
主
張

す
る
が
、
「
市
場
の
欠
陥
」
を
認
め
、
緩
い
国
家
の
介
在
を
容
認
す

る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
前
の
戦
後
の
保
守
党
政
府
は
基
本
的
に
は
こ
の
路

線
で
あ
り
、
福
祉
国
家
を
一
定
程
度
支
え
た
。

　
③
社
会
民
主
主
義
一
フ
ェ
ビ
ア
ン
社
会
主
義
）
一
改
良
的
社
会
主

義
派
で
あ
り
、
改
良
の
連
続
か
ら
社
会
主
義
を
展
望
す
る
。
労
働
党

を
中
心
と
す
る
社
会
民
主
主
義
で
あ
り
、
西
欧
に
お
け
る
福
祉
国
家

の
推
進
主
体
で
あ
っ
た
。
平
等
を
尊
重
す
る
。

　
④
マ
ル
ク
ス
主
義
一
平
等
を
尊
重
す
る
。
福
祉
国
家
は
資
本
主
義

体
制
維
持
の
隠
れ
蓑
で
あ
り
、
根
本
的
な
変
革
は
社
会
主
義
革
命
し

か
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
新
自
由
主
義
の
台
頭
後
、
民
主
的
改

革
の
重
要
性
も
認
識
し
始
め
、
以
前
よ
り
柔
軟
に
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
形
態
が
あ
る
が
、
戦
後
の
福
祉
国
家
は
自

由
主
義
型
の
福
祉
国
家
的
類
型
の
一
端
と
し
て
始
ま
っ
た
。
し
か
し

N
H
S
の
よ
う
に
社
会
民
主
主
義
的
類
型
を
も
内
包
し
て
い
た
。
そ
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（9）　イギリス福祉国家とスポーツ政策

れ
ら
は
主
に
伝
統
的
保
守
主
義
と
フ
ェ
ビ
ア
ン
主
義
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
た
。
し
か
し
八
○
年
代
初
頭
の
福
祉
国
家
は
一
方
で
反
集
団
主

義
で
あ
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
新
自
由
主
義
か
ら
の
批
判
を
受
け
、
一
方

マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
は
、
そ
の
差
別
温
存
主
義
が
批
判
さ
れ
、
い
わ

ば
左
右
か
ら
批
判
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
新
自
由
主
義
的
な
自
由
主
義

型
に
遭
進
し
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
九
七
年
に
政
権
を
獲

得
し
た
労
働
党
の
ブ
レ
ア
政
権
は
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
は
基
本
路
線

は
サ
ッ
チ
ャ
ー
“
メ
ジ
ャ
ー
路
線
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
も
、
そ
の
後
は

新
白
由
主
義
路
線
で
な
く
、
し
か
し
社
会
民
主
主
義
路
線
で
も
な
い
、

「
第
三
の
道
」
を
宣
言
し
た
。
こ
れ
は
社
会
学
者
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ギ

　
　
　
　
　
　
　
＾
2
一

デ
ン
ズ
の
同
名
の
著
作
を
含
む
一
連
の
思
考
の
影
響
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
著
書
を
含
め
て
、
政
策
的
否
方
向
の
具
体
像
は
未
だ

不
鮮
明
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

＾
1
）
　
ヴ
ィ
ク
・
ジ
ョ
ー
ジ
、
ポ
ー
ル
・
ワ
イ
ル
デ
ィ
ン
グ
『
イ
デ

　
オ
ロ
ギ
ー
と
社
会
福
祉
』
勤
草
書
房
、
一
九
八
九
年
（
原
著
一
九

　
八
五
年
）
。

一
2
）
　
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ギ
デ
ン
ズ
『
第
三
の
道
－
効
率
と
公
正
の
新

　
た
な
同
盟
1
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
。
原
著
o
享

　
庄
①
易
一
＞
昌
｝
o
旨
き
§
耐
§
“
ミ
ξ
市
o
巨
く
勺
『
窃
㎝
L
竃
o
o
1

一
ニ
　
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
予
算

　
こ
う
し
た
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
一
九
六
五
年
以

　
　
　
　
＾
1
）

降
、
発
展
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
〕

　
1
　
一
九
六
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策

　
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
デ
ン
レ
ポ
ー
ト
一
一
九
六
〇
年
一
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
や
や
間
が
開
い
た
が
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
が
六
五
年
に

ス
ポ
ー
ツ
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
発
足
し
た
。
諮
問
機
関
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
他
の
実
態
把
握
の
調
査
を
多
く
行
い
、
六
八
年
に
は
対
人
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

比
で
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
設
置
基
準
で
あ
る
『
ス
ポ
ー
ツ
計
画
』
を
公

表
し
た
。

　
一
方
、
欧
州
審
議
会
（
O
o
…
9
o
｛
向
昌
o
肩
一
で
は
既
に
、
西

欧
の
福
祉
国
家
の
ス
ボ
ー
ツ
政
策
を
反
映
し
て
六
六
年
に
「
ス
ポ
ー

ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
化
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス

も
遅
れ
ぱ
せ
な
が
ら
そ
れ
ら
に
参
加
し
始
め
た
。

一
－
一
　
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
詳
細
は
以
下
を
参
照
。
内
海

和
雄
「
ス
ポ
ー
ツ
ー
福
祉
か
営
利
か
－
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ス

　
ポ
ー
ツ
政
策
研
究
の
動
向
」
『
ス
ポ
ー
ツ
は
誰
の
た
め
に
二
一
世
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表1　施設建設の実態

スポーツ

センター
プール

1946～59 2
ユ960～69 166

I970／71 12 440

1970～77 394

1974／75 137 190

1981（72の目標数〕 759 857

1980／81、（到達数） 461 964

（到達率〕 61％ 112％
1983～88 144

1988（82の目標数） 800

1988（到達数〕 650（81％）

　
紀
へ
の
展
望
』
関
、
唐
木
編
、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
五
年
。
内

海
和
雄
「
イ
ギ
リ
ス
ス
ボ
ー
ツ
政
策
研
究
　
1
，
H
」
『
人
文
科

　
学
研
究
　
3
3
、
糾
』
一
橋
大
学
研
究
年
報
、
一
九
九
六
、
一
九
九

七
年
。
内
海
和
雄
「
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
自
治
体
の
ス
ボ
ー
ツ
行

政
」
『
人
文
科
学
研
究
　
3
6
』
一
橋
大
学
研
究
年
報
、
一
九
九
九

隼
。（
2
一
　
こ
れ
は
一
九
七
二
年
の
日
本
の
文
部
省
保
健
体
育
審
議
会
答

申
の
施
設
設
置
基
準
の
参
考
資
料
の
一
つ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
2
　
七
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
予
算

　
七
二
年
に
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
は
執
行
機
関
と
な
り
、
政
策
策

定
、
予
算
執
行
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
政
策
の
象
徴

と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
i
ル
」
を
遅
れ
ぱ
せ
な
が
ら
採

用
し
た
。
七
四
年
に
自
治
体
統
合
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
に

は
有
利
に
働
い
た
。
そ
し
て
七
四
／
七
五
年
度
の
自
治
体
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
建
設
は
表
1
の
よ
う
に
急
増
し
た
。
と
も
あ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

の
前
提
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
ス
ポ
ー
ツ
に
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
た

施
設
建
設
を
促
進
し
た
。

　
七
五
年
に
は
環
境
省
か
ら
政
府
と
し
て
の
初
め
て
の
ス
ポ
ー
ツ
白

書
『
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
は

対
保
守
党
に
僅
差
で
獲
得
し
た
労
働
党
政
権
が
早
急
に
不
安
定
化
す

る
可
能
性
を
読
ん
で
、
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
D
・
ハ
ウ
エ
ル
が
中
心
と

な
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
版
の
ス
ボ
ー
ツ
権
保
障

の
文
書
で
あ
る
。
し
か
し
翌
年
の
七
六
年
は
国
際
通
貨
基
金
一
I
M

F
）
か
ら
の
借
款
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
に
イ
ギ
リ
又
経
済
は
停

滞
し
て
い
た
。
こ
の
借
款
は
福
祉
経
費
削
減
を
条
件
と
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
福
祉
国
家
は
八
O
年
代
の
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
の

到
来
を
待
た
ず
し
て
、
こ
の
時
点
で
終
焉
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
が
、

福
祉
国
家
の
内
部
で
遅
れ
た
分
野
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
は
必
ず
し
も
大
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スポーツカウンシル予算1図万ポント

十Spon　Councll

一■一スポーツカウン

　シルトラスト

→←uKSpons
Counc1l

十uKSCへの国営
　宝くじ配分

●

一

百
6
0

50

40

30

20

10

。燃

出典1スポーツカウンシル「年報」。尚、93，4年度はス
　　ポーツカウンシルは年報を発行していない。

き
な
削
減
を
受
け
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
そ
の
背
後
に
は
二
つ
の

大
き
な
理
由
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
七
〇
年
代
中
頃
か
ら
深
刻
化
し

て
い
た
都
市
問
題
へ
の
対
応
が
あ
る
。
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
の
高

度
成
長
時
代
に
移
民
と
し
て
受
け
入
れ
た
カ
ラ
ー
ド
ピ
i
プ
ル
の
多

く
が
、
都
市
の
ス
ラ
ム
街
に
住
ん
だ
。
し
か
し
不
況
に
な
る
と
、
彼

ら
ぱ
か
り
で
な
く
、
下
層
の
人
々
の
住
む
そ
の
ろ
フ
ム
は
都
市
問
題

の
温
床
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
都
市
問
題
へ
の
対
応
に
ス
ポ
ー
ツ
が

活
用
さ
れ
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
の
た

め
の
社
会
政
策
か
ら
、
社
会
政
策
の
た
め
の
ス
ボ
ー
ツ
」
と
し
て
社

会
統
合
の
手
段
化
の
傾
向
を
強
め
た
。
も
う
一
つ
は
、
欧
州
審
議
会

で
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
　
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
憲
章
」
が
七
〇

年
代
初
頭
か
ら
議
論
さ
れ
、
七
五
年
の
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
会
議
、
そ
し

て
七
六
年
に
は
総
会
で
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ユ
ネ
ス
コ
に
も
影
響

し
、
七
八
年
に
は
国
連
総
会
で
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
国
際
憲
章
」
が

採
択
さ
れ
た
。
両
者
共
に
、
人
々
の
ス
ポ
ー
ツ
享
受
は
基
本
的
権
利

で
あ
る
と
宣
言
し
た
が
、
こ
う
し
た
動
向
が
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ

政
策
を
も
規
定
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
図
1
は
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
予
算
で
あ
る
。
六
八
年
に
は
約

二
〇
〇
万
ボ
ン
ド
で
あ
っ
た
が
、
八
O
年
に
は
二
千
万
ポ
ン
ド
に
ま

で
上
昇
し
た
。
七
〇
年
代
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
の
時
代
で
あ
っ
た
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図2　イングランドとウェールズの全自治体のスポーツ施設への支出
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が
、
ス
ボ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
予
算
も
こ
の
一
〇
年
間
で
一
〇
倍
と

な
っ
た
。

　
同
じ
く
図
2
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
全
自
治
体
の
ス

ポ
ー
ツ
予
算
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
「
都
市
公
園
と
広

場
」
で
あ
り
八
O
年
に
は
二
億
二
千
万
ポ
ン
ド
で
あ
り
、
次
い
で

「
室
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
費
」
の
一
億
五
千
万
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
次
い

で
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
」
は
二
千
七
百
万
ポ
ン

ド
、
そ
し
て
「
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
費
」
の
二
千
万
ポ
ン
ド
と
な
っ

て
い
る
。
「
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
」
は
極
め
て
少
な
く
、
九
〇
年
度
か
ら

は
利
潤
を
生
ん
で
い
る
。

　
資
料
的
制
約
か
ら
、
七
〇
年
代
中
盤
ま
で
が
不
明
で
あ
る
が
、
七

〇
年
代
に
は
一
實
し
て
増
加
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。　
3
　
一
九
八
O
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
予
算

　
八
O
年
代
は
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
の
時
代
で
あ
る
。
新
自
由
主
義
を

真
正
面
に
掲
げ
、
福
祉
を
最
大
の
悪
と
し
て
対
崎
し
た
。
市
場
化
、

自
申
個
人
主
義
、
平
等
否
定
を
是
と
し
て
、
「
改
革
」
を
推
進
し

た
。
従
っ
て
、
七
〇
年
代
の
後
半
に
約
一
〇
〇
万
人
の
失
業
者
が
、

八
五
年
辺
り
に
は
三
五
〇
万
人
及
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
皮
肉
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

失
業
保
障
費
の
増
大
で
社
会
保
障
費
全
体
は
カ
ッ
ト
で
き
な
か
っ
た
。
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（13）　イギリス福祉国家とスポーツ政策

図3　イングランドとウェールズにおける公共スポーツ施設の収支比率
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一
マ
■

佃臼o「

　
八
一
年
の
都
市
暴
動
は
こ
の
間
の
階
層
格
差
拡
大
と
一
層
の
失
業

増
加
の
欝
償
が
爆
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
失
業
者
も
含

め
た
社
会
的
弱
者
一
失
業
者
、
民
族
的
少
数
者
、
女
性
、
障
害
者
、

学
校
卒
業
者
等
一
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
し
か
も
地
域

の
失
業
者
の
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
指
導
能
力
を
有
す
る
者
を
コ
ー
チ
と
し

て
採
用
（
一
年
ご
と
の
三
年
間
雇
用
一
す
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー

ツ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
く
の
自
治
体
で
推
奨
さ
れ
た
。
こ
こ
に
も

政
府
の
資
金
が
投
入
さ
れ
た
。

　
七
〇
年
代
を
施
設
建
設
の
時
代
と
す
れ
ぱ
、
八
○
年
代
は
都
市
問

題
対
策
も
あ
り
、
地
域
住
民
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
参
加
促
進
策
が
進
め

ら
れ
、
そ
の
た
め
の
指
導
者
養
成
の
時
代
と
な
っ
た
。
八
三
年
に
は

全
国
コ
ー
チ
ン
グ
協
会
（
N
C
F
一
も
設
け
ら
れ
た
。

　
八
○
年
の
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
イ
コ
ッ
ト
問
題
以
降
、

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
へ
の
介
入
が
強
化
さ
れ
た
。
政

府
の
直
接
的
な
介
入
を
排
除
す
る
た
め
に
特
殊
法
人
の
ス
ポ
ー
ツ
カ

ウ
ン
シ
ル
を
六
五
年
に
設
立
し
た
が
、
こ
の
八
○
年
辺
り
か
ら
、
矛

盾
が
激
し
く
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
央

評
議
会
一
C
C
P
R
一
等
の
「
民
間
」
に
も
依
存
し
た
政
策
づ
く
り

を
推
進
し
て
き
た
が
、
こ
こ
に
来
て
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
政

策
能
力
の
強
化
と
環
境
省
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
局
一
S
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図4　インクランドの都市部のスポーツ施設支出ポント
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○
干
o
0

　
4
0

120000

A
R
D
一
に
よ
る
そ
れ
へ
の
介
入
の
強
化
に
よ
っ
て
、
民
間
の
介
在

を
あ
ま
り
好
ま
な
く
な
っ
て
い
た
。
と
も
あ
れ
、
図
1
の
よ
う
に
、

ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
予
算
は
八
一
年
の
二
千
万
ポ
ン
ド
か
ら
九

一
年
の
五
千
三
百
万
ポ
ン
ド
ま
で
二
・
六
倍
に
増
加
し
た
。

　
一
方
、
地
方
白
治
体
で
は
労
働
党
の
進
展
も
あ
り
、
こ
れ
が
自
治

体
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
政
策
の
進
展
を
支
え
た
。
こ
れ
は
図
2

の
よ
う
に
八
○
年
代
の
終
盤
に
一
時
期
停
滞
し
た
が
、
ほ
ぼ
一
貫
し

て
上
昇
し
た
。
こ
の
停
滞
は
、
九
一
年
度
か
ら
の
強
制
競
争
入
札
の

導
入
に
対
処
す
る
た
め
に
自
治
体
が
挙
っ
て
財
政
の
引
き
締
め
を

行
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
八
一
年
の
「
都
市
公
園
と
広
場
」
は

約
二
億
五
千
万
ポ
ン
ド
か
ら
九
一
年
の
五
億
ポ
ン
ド
に
上
昇
し
た
。

こ
の
「
回
復
」
は
九
一
年
の
総
選
挙
対
策
と
し
て
中
央
政
府
か
ら
の

自
治
体
へ
の
規
制
緩
和
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
九
〇
年
代
の
そ
の

レ
ベ
ル
で
の
停
滞
は
強
制
競
争
入
札
の
導
入
に
よ
る
自
治
体
支
出
の

抑
制
で
あ
る
。
そ
し
て
八
○
年
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ

の
全
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
収
支
比
率
を
見
る
と
一
図
3
一
、

「
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
」
が
八
O
｛
一
〇
〇
％
で
あ
る
他
は
、
二
〇
∫
四

〇
％
の
問
を
変
動
し
、
「
都
市
公
園
と
広
場
」
は
一
〇
∫
二
〇
％
の

問
で
あ
っ
た
。

　
八
O
年
代
後
半
の
自
治
体
は
、
学
校
の
「
不
要
地
」
の
売
却
を
迫
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（15）　イギリス福祉国家とスポーツ政策
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ら
れ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
減
少
し
た
が
、
一
方
で
「
都
市

プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
金
」
な
ど
を
受
け
た
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ

ル
か
ら
の
財
政
よ
り
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
自
治
体
も
あ
っ
た
。

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
都
市
部
を
見
た
の
が
図
4
，
5
で
あ
る
。
図
4
は

八
○
年
代
の
後
半
で
あ
る
。
八
八
㌔
九
〇
年
の
落
ち
込
み
は
全
体
と

同
様
で
あ
る
が
、
上
昇
し
、
同
じ
く
図
5
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
収
支
比
率
も
「
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
」
の
八
○
％
以
上
を
除
く
と
、
す

べ
て
四
〇
％
以
下
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
非
都
市
部
の
そ
れ
も
図

6
，
7
の
よ
う
に
、
同
様
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
八
○
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
予
算
の
概
要
は
以
上
で
あ
る
が
、

「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
を
掲
げ
て
は
い
た
が
、
新
自
由

主
義
的
政
策
の
中
で
格
差
を
拡
大
し
、
主
な
享
受
者
は
中
産
階
級
の

白
人
層
で
あ
り
、
先
の
社
会
的
弱
考
は
あ
ま
り
恩
恵
に
あ
ず
か
れ
な

　
（
2
〕

か
っ
た
。一

－
一
　
毛
利
健
三
『
イ
ギ
リ
ス
福
祉
国
家
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
九
〇
年
、
毛
利
健
三
編
『
現
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
政
策

史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
九
年
。

一
2
）
竃
〔
－
鼻
o
貴
勺
．
O
J
①
け
則
r
§
こ
ミ
§
、
県
怠
o
ミ
さ
、
ミ

吋
o
、
§
－
℃
Φ
①
－
－
凄
冷
昌
§
良
亀
ミ
§
さ
§
亀
ミ
一
↓
ゴ
o
ω
o
o
『
房
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（17）　イギリス福祉国家とスポーツ政策

O
〇
一
』
コ
9
ポ
』
一
』
目
o
H
o
o
o
㎝
一

　
4
　
一
九
九
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
予
算

　
八
八
年
の
教
育
法
は
企
業
の
意
向
を
前
面
に
出
し
た
、
新
自
由
主

義
的
政
策
の
典
型
で
あ
る
。
全
国
統
一
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
組
み
、
一
五
歳
時
の
全
国
テ
ス
ト
を
一
覧
表
（
リ
ー
グ
テ
i
ブ

ル
一
で
公
開
し
、
学
校
間
の
競
争
を
煽
る
政
策
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、

体
育
科
の
教
育
内
容
と
し
て
、
ダ
ン
ス
等
の
教
材
や
男
女
混
合
の
教

育
方
法
等
は
い
わ
ば
労
働
党
系
教
員
の
「
軟
弱
」
化
路
線
で
あ
る
と

し
て
、
右
傾
へ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
強
化
と
結
合
し
た
伝
統
的
な
種
目

（
サ
ツ
カ
i
、
ラ
グ
ビ
ー
、
ク
リ
ケ
ツ
ト
、
テ
ニ
ス
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
一
が
強
調
さ
れ
、
対
抗
が
激
化
し
た
改
革
で
あ
っ
た
。

　
九
五
年
に
は
メ
ジ
ャ
ー
首
相
の
肝
い
り
で
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
強
い

イ
ギ
リ
ス
の
復
活
を
目
指
し
て
、
『
ス
ポ
ー
ツ
一
ゲ
ー
ム
を
盛
り
上

げ
よ
う
』
（
g
o
『
け
内
巴
ω
，
口
q
艘
①
o
凹
昌
①
）
が
主
要
な
ス
ポ
ー
ツ
所

管
庁
で
あ
る
国
民
文
化
遺
産
省
か
ら
提
起
さ
れ
た
。
九
四
年
か
ら
国

営
宝
く
じ
（
z
註
o
畠
一
－
o
暮
雪
3
が
実
行
さ
れ
、
そ
の
収
益
金
の

配
分
を
意
識
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
額
は
九
七
年

度
で
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
一
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
カ

ウ
ン
シ
ル
一
だ
け
で
も
三
億
ポ
ン
ド
、
同
年
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ

ル
予
算
の
四
千
万
ポ
ン
ド
の
実
に
七
倍
強
の
補
助
金
が
、
大
衆
化
と

高
度
化
の
両
面
で
提
供
さ
れ
た
。
こ
の
国
営
宝
く
じ
は
購
買
者
の
多

く
が
低
所
得
層
で
あ
り
、
そ
の
彼
ら
か
ら
の
税
金
の
二
重
取
り
だ
と

の
批
判
も
あ
る
。

　
九
七
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
制
度
が
改
変
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
そ
し
て
ウ
ェ
ー
ル

ズ
に
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
が
あ
っ
た
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
そ
れ

は
ブ
リ
テ
ン
全
体
を
兼
ね
て
い
た
。
そ
れ
を
分
離
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
（
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
と
U
K
ス

ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
に
分
離
さ
せ
た
。
前
者
は
他
の
三
者
と
同
様
に

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
対
象
に
競
技
ス
ボ
ー
ツ
と
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ

に
責
任
を
持
ち
、
そ
の
他
の
大
衆
的
ス
ポ
ー
ツ
は
す
べ
て
地
方
自
治

体
に
任
す
よ
う
に
な
っ
た
。
後
考
は
国
際
的
事
項
に
責
任
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た

　
さ
て
、
自
治
体
業
務
は
、
九
二
年
度
か
ら
強
制
競
争
入
札
一
C
C

T
）
に
掛
け
ら
れ
、
民
営
化
を
迫
ら
れ
た
。
そ
の
証
が
、
図
2
の
よ

う
に
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
支
出
は
殆
ど
伸
び

な
く
な
っ
た
。
「
都
市
公
園
と
広
場
」
に
し
て
も
九
〇
年
代
は
五
億

ポ
ン
ド
弱
で
停
滞
し
、
「
室
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
は
四
億
ポ
ン
ド
弱

で
同
じ
く
停
滞
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
図
3
は
九
〇
年
代
の
イ
ン
グ
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図8チャーンウッド郡とラッシュクリフ郡の公共スポーツ支出
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ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
全
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
収
支
比
率

で
あ
る
が
、
九
一
年
以
降
、
「
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
」
は
絶
対
額
は
大
き

く
な
い
が
利
潤
を
上
げ
て
い
る
。
他
方
、
「
室
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」

は
こ
れ
ま
で
の
四
〇
％
前
後
か
ら
三
〇
％
前
後
へ
低
下
し
、
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
」
そ
し
て
「
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施

設
」
は
約
三
〇
％
で
こ
の
二
〇
年
間
不
変
で
あ
る
。
そ
し
て
「
都
市

公
園
と
広
場
」
も
一
貫
し
て
一
〇
％
程
度
で
あ
り
、
自
治
体
が
大
き

く
負
担
し
て
い
る
割
合
は
変
わ
ら
な
い
。

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
都
市
部
と
非
都
市
部
の
比
較
で
は
、
図
4
の
九

〇
年
代
の
支
出
は
九
一
年
を
頂
点
に
そ
の
後
一
貫
し
て
低
下
し
て
い

る
が
、
非
都
市
部
で
は
ほ
ぽ
横
這
い
状
態
で
あ
る
と
い
え
る
。
と
も

あ
れ
図
5
と
図
7
の
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
比
率
は
歴
史
的
に
大
き

な
変
動
は
な
い
。

　
5
　
自
治
体
の
予
算

　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
と
ラ
ッ
シ
ュ
ク
リ
フ
郡
は
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
中
部
の
レ
ス
タ
ー
県
と
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
県
に
あ
る
自
治

体
で
あ
り
、
人
口
一
五
・
五
万
人
と
一
〇
万
人
程
度
で
隣
り
合
っ
て

い
る
。
地
域
的
に
は
農
村
部
と
居
住
区
が
混
在
し
て
、
非
都
市
部
の

典
型
的
な
地
域
と
考
え
ら
れ
る
。

　
両
地
区
と
も
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
、
政
治
的
に
は
長
い
間
保
守
党
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の
強
い
地
区
で
あ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
行
政
で
は
共
通
す
る
面
と
若
干

異
な
る
面
が
あ
る
。
八
O
年
代
一
杯
ま
で
両
群
共
に
ほ
ぼ
同
じ
予
算

規
模
で
推
移
し
て
き
た
。
室
内
施
設
が
屋
外
施
設
よ
り
も
若
干
多
く
、

上
昇
を
続
け
て
き
た
。
一
図
8
一
そ
し
て
そ
れ
は
九
〇
年
代
に
入
っ

て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
は
八
九
年
か
ら

室
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
一
体
育
館
・
温
水
プ
ー
ル
）
を
強
制
競
争
入
札

に
よ
っ
て
民
問
企
業
に
管
理
運
営
を
委
託
し
た
。
そ
の
た
め
に
自
治

体
支
出
が
八
九
年
か
ら
九
〇
年
代
は
大
き
く
減
少
し
て
き
た
。
一
方
、

ラ
ッ
シ
ュ
ク
リ
フ
郡
は
全
て
自
治
体
の
直
営
方
式
で
あ
り
、
九
〇
年

代
に
入
っ
て
も
、
一
貫
し
て
室
内
、
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
共
に
そ
の

支
出
は
上
昇
し
て
い
る
。
特
に
八
七
年
の
室
内
は
一
〇
〇
万
ポ
ン
ド

に
上
っ
た
。
こ
れ
は
室
内
ボ
ウ
ル
ズ
場
を
建
設
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
隣
接
し
た
同
規
模
の
自
治
体
で
も
こ
の
よ
う
に

異
な
る
運
営
が
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
住
民
へ
の
影
響
な
ど
は
今
後

の
研
究
対
象
で
あ
る
。

結
語

　
以
上
の
内
容
を
イ
ギ
リ
ス
福
祉
国
家
論
と
の
関
連
で
、
そ
の
特
徴

点
を
い
く
つ
か
ま
と
め
て
お
く
。

　
①
「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
は
福
祉
国
家
の
第
二
段
階

で
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
、
国
民
の
権
利
と
し
て
確
立
し
た
。
ま
さ

に
福
祉
国
家
の
ス
ポ
ー
ツ
版
が
「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
動
向
の
一
環
で
も
あ
っ

た
。　

②
「
ス
ポ
ー
ツ
一
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
の
最
初
の
課
題
は
そ
の
前

提
と
も
言
う
べ
き
施
設
建
設
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
八
O
年
代
に
入
る

と
社
会
的
階
層
の
格
差
拡
大
の
中
で
、
都
市
問
題
対
策
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
が
社
会
政
策
の
「
手
段
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
始
め
た
。

そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成
が
重
視
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
サ
ッ

チ
ャ
リ
ズ
ム
に
よ
る
福
祉
削
減
の
中
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
予
算
は
国
も

自
治
体
も
一
貫
し
て
上
昇
し
て
い
た
。

　
③
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
予
算
は
上
昇

し
た
が
、
新
自
由
主
義
的
な
自
治
体
政
策
の
典
型
で
あ
る
白
治
体
業

務
の
強
制
競
争
入
札
が
始
ま
り
、
ま
た
、
国
か
ら
の
補
助
金
の
削
減

も
厳
し
く
な
る
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
予
算
は
停
滞
な
い
し
削
減
さ
れ
た
。

そ
し
て
一
方
で
民
営
化
さ
れ
た
施
設
で
の
使
用
料
の
ア
ッ
プ
や
施
設

に
よ
っ
て
は
倒
産
に
よ
る
機
能
停
止
も
生
じ
た
。

④
こ
う
し
た
予
算
削
減
は
九
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
国
営
宝
く
じ
の

配
分
が
カ
バ
ー
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
施
策
は
か
な
り

潤
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
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⑤
こ
の
問
、
施
設
の
収
支
比
率
は
八
O
年
代
と
大
き
く
変
わ
っ
て

い
な
い
。
前
項
の
よ
う
に
白
治
体
の
支
出
の
絶
対
額
は
低
下
し
て
い

る
が
、
収
支
比
率
は
低
下
も
上
昇
も
し
て
い
な
い
こ
と
の
原
因
は
別

途
究
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑥
以
上
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
政

策
の
予
算
面
か
ら
見
た
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
実
態
の
一
方
で
、

商
業
資
本
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
進
出
と
公
共
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
民
営
化

が
あ
り
、
冒
頭
の
よ
う
な
「
ス
ポ
ー
ツ
提
供
は
公
共
か
民
間
か
」
と

い
う
論
争
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
と
市

場
を
め
ぐ
る
論
議
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
・
公
共
性
の
理
念
論
の
深

め
と
同
じ
に
、
公
共
責
任
の
実
態
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
市
場
化
の

実
態
と
が
噛
み
合
わ
さ
れ
て
、
今
後
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
教
授
）
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